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要 旨 

井戸水から水道水の水質基準を超えるシアン化合物（0.047mg/ℓ）が検出さ

れ原因調査を行った。公定法であるイオンクロマトグラフ－ポストカラム吸光

光度法以外の方法では，シアン化合物を検出しなかったことから検証実験を行

った。その結果，前処理において添加する酒石酸緩衝液と井戸水中に次亜塩素

酸ナトリウム及びアンモニアが存在した場合に，シアン様物質を検出すること

が分かった。 

 

キーワード：イオンクロマトグラフ－ポストカラム吸光光度法(IC-PC 法)，

酒石酸緩衝液，次亜塩素酸ナトリウム，アンモニア 

 

１ はじめに 

 平成 20 年 10 月中旬に，地下水を原水として，次亜

塩素酸ナトリウムによる消毒，ろ過処理を経て飲用水

として利用していた施設の浄水から水道水の水質基準

を超えるシアン化合物（0.047mg/ℓ：水道基準 0.01mg/ℓ

以下）が検出された。その後の調査において浄水は基

準値を超えるものの，原水は不検出であることが判明

した。 

 原水自体からは検出されていないことから，単純な

地下水のシアン化合物汚染とは考えにくく，どの過程

において汚染されたのか究明する必要があり，本研究

所において原因調査を行った。 

 なお，水道法に定めるシアン化合物の分析方法 1)（以

下，「公定法」という。）に定めるイオンクロマトグラ

フ－ポストカラム吸光光度法（以下，「IC-PC 法」とい

う。）に使用する機器が本研究所にはないため，民間検

査機関の協力のもと調査を行った。 

 

２ 分析方法 

シアン化合物の分析は， IC-PC 法，4-ピリジンカル

ボン酸ピラゾロン吸光光度法（以下，「4-PP 法」とい

う。），ピリジンピラゾロン吸光光度法，連続流れ分析

法（AutoAnalyzer，以下，「AA 法」という。）及びヘッ

ドスペース-GC/MS 法（以下，「HS/GC/MS」という。）

により分析を行った。それぞれの分析方法の概要は次

に示すとおり。 

 

・IC-PC 法 

 検水中の化学種を強陽イオン交換樹脂を固定相とす

るイオン排除クロマトグラフによって分離した後，流

出液にクロラミン T を作用させて塩化シアンとし，次

いで 4-ピリジンカルボン酸ピラゾロン溶液と反応させ

得られた青色を波長 638nm 付近の吸光度で測定し，シ

アン化物イオン，塩化シアン及びチオシアン酸イオン

を分離定量する方法。現在，水道法に定めるシアン化

合物の分析方法に採用されている。なお，本報の IC-PC

法による結果は民間検査機関のデータによるものであ

る。 

 

・4-PP 法 

 厚生省令第 69 号，厚生労働省令第 81 号に準拠し，

検水中のシアン化合物をクロラミン T で塩化シアンと

し，4-ピリジンカルボン酸ピラゾロン溶液を作用させ，

得られた青色を波長 638nm 付近の吸光度を測定して

シアン化合物を定量する方法。なお，紫外可視分光光

度計は日本分光製 V-560 を使用した。 

 

・連続流れ分析法（AutoAnalyzer，AA 法） 



 
 

本法は，4-ピリジンカルボン酸ピラゾロン吸光光度

法と同一の原理であり，検水採取から濃度計算までを

自動化したもの。 

 

・ピリジンピラゾロン吸光光度法 

 検水中のシアン化合物をクロラミン T で塩化シアン

とし，ピラゾロンとビスピラゾロンを含むピリジンを

作用させ，得られた青色を波長 620nm 付近の吸光度を

測定する方法。 

 

・ヘッドスペース-GC/MS 法（HS/GC/MS） 

 塩化シアンの揮発性を利用し，直接塩化シアンを測

定する方法。大阪府立公衆衛生研究所の鵜川らの方法

2)に準じ分析を行った。 

 ガラス製バイアル瓶に検水を入れ，クロラミン T 及

び 50%リン酸を添加し，蓋を密閉する。バイアルビン

中の気相（ヘッドスペース）を採取し，GC にて分離

し， MS により塩化シアンの分子イオン 61 と 63（塩

素の同位対比から相対比 3:1）のピーク面積を測定し

定量する。 

 

３ 水質分析結果 

３－１ シアン化合物超過時の分析結果 

 当該施設では，水質検査を原水は 1 回／年，浄水は

4 回／年の頻度で行っており，過去 5 年の水質検査に

おいてシアン化合物を含む全ての項目で超過事例はな

かった。表 1 に示したとおりシアン化合物事例発生時

には，0.047，0.033mg/ℓ ものシアン化合物が検出され

ていた。10 月以前の水質検査結果（H20 年 7 月）にお

いても 0.009mg/ℓ のシアン化合物が検出されていた 

(いずれも民間検査機関による結果)。 

 

表 1 事例発生時のシアン化合物分析結果 

(mg/ℓ)

採水日 検体 シアン化物イオン 塩化シアン
シアン化物

及び塩化シアン

10月16日 浄水 0.003 0.043 0.047

原水※ <0.001 <0.001 <0.001

浄水 0.004 0.029 0.033

※公定法の規定に従い、次亜塩素酸ナトリウムの添加を省略

10月24日

  

施設には深さ 80m の井戸があり，井戸原水を塩素処

理後，砂ろ過・除鉄ろ過処理を経る水処理を行い，利

用していた。井戸原水は，アンモニア性窒素や鉄分が

多い水質であり，揚水直後は色度・濁度ともに高い水

であった。 

また，シアン化合物が検出された時の遊離残留塩素

は 0.05mg/ℓ 未満であり，塩素処理は十分ではなかった。 

 

３－２ 事例原因調査における水質分析結果及び考察 

表 2 に事例後，当研究所が原因究明に着手した 10

月 30 日時点の水質分析結果を示した。 

 

表２ 10 月 30 日時点での水質結果 

原水 塩素消毒後 ろ過処理後

採水年月日　 H20.10.30 H20.10.30 H20.10.30

気温( ℃ ) 21.5 21.5 21.5

水温( ℃ ) 18.0 18.0 18.0

外観・色 無色 無色 無色

臭気 硫化臭・イオウ臭 塩素臭 微汚泥臭

透視度(cm) >50 >50 >50

ORP(mV) -121 324 238

pH 7.9 8.0 8.0

EC (µS/cm) 413 405 421

TOC(mg/ℓ) <0.5 <0.5 <0.5

T-N(mg/ℓ) 0.53 0.39 0.48

NH4-N(mg/ℓ) 0.53 0.38 0.48

NO2-N(mg/ℓ) <0.01 <0.01 <0.01

NO3-N(mg/ℓ) <0.01 0.01 <0.01

遊離残留塩素(mg/ℓ) 0.0 0.0 0.0

結合残留塩素(mg/ℓ) 0.0 2.0 2.0

CN(mg/ℓ)※ <0.001 <0.001 <0.001

Mn(mg/ℓ) 0.065 <0.005 <0.005

Fe(mg/ℓ) 0.32 1.1 <0.03

※CN : 4-PP法による分析結果  

 

ORP(酸化還元電位)がマイナスであることから，原

水は還元状態であり，存在する鉄は 2 価の陽イオン

Fe2+として存在し，重炭酸第一鉄[Fe(HCO3)2]を形成し

ていると考えられた。原水には，鉄 0.32mg/ℓ 及びアン

モニア性窒素 0.53mg/ℓ を含んでおり，塩素処理のため

に添加された次亜塩素酸ナトリウムのほとんどは，①

の反応により瞬時に鉄との反応に消費されると考えら

れた。 

2Fe2+＋NaClO＋5H2O→2Fe(OH)3＋NaCl＋4H+…① 

 また，アンモニア性窒素は，原水 0.53mg/ℓ，塩素処

理後 0.38mg/ℓ とほとんど減少していないことからも，

添加された次亜塩素酸ナトリウムはアンモニアとほと

んど反応していないと考えられた。 

 本事例が発生した 10 月 16 日，24 日の検水がないの

で比較できないが，通常，地下水質は変化が小さいこ



 
 

とからシアン化合物検出事例発生時点の水質組成も今

回と同等であると仮定すると，塩素処理後やろ過処理

後のアンモニア濃度は 0.51～0.77mg/ℓ（アンモニア性

窒素濃度として，0.4～0.6mg/ℓ）程度含まれていたと

考えられた。 

 なお，シアン化合物については，過去に公定法に採

用されていた 4-PP 法等や工場排水試験法による全シ

アンの測定法等による分析を行ったが，いずれからも

シアン化合物は検出されなかった(表 3)。 

 

表３ 各種試験法によるシアン化合物分析結果 

(mg/ℓ)

ピリジンピラロゾン
吸光光度法

 4-PP法 AA法 HS/GC/MS

原　水 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

塩素消毒後 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ろ過処理後 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001
 

 

４ シアン化合物検出に関わる検証実験の結果及び 

考察 

 表３から，水処理過程において，シアン化合物汚染

は考えられなかった。そこで， IC-PC 法と他のシアン

化合物分析法との違いを比較しながらシアン化合物検

出の検証実験を行った。 

 

４－１ 塩素処理による影響について 

 アンモニアの多い原水に対し十分な消毒が行われて

いない場合，結合残留塩素が発生し，これらがシアン

化合物検出に何らかの影響を及ぼす等の報告がある 3)

～8)。このため，次亜塩素酸ナトリウムによるシアン化

合物検出の影響について検証を行った。 

［試験方法］ 

 検水に原水及びろ過処理後の浄水を使用し，原水中

のアンモニア濃度(約 0.77mg/ℓ)から塩素要求量（約

7.7mg/ℓ)の 0，0.01，0.05，0.1，0.5，1，5，10 倍とな

るように次亜塩素酸ナトリウムを添加し，室温で１晩

静置した後，残留塩素濃度を測定した。ろ過処理後の

検水に関してはアンモニア性窒素は不検出であったが，

原水と同量の次亜塩素酸ナトリウムを添加した。 

 シアン化合物分析にあっては，IC-PC 法等 5 種類の

方法により分析を行った。なお，IC-PC 法の検水には，

公定法に従い規定量の酒石酸緩衝液を添加した。 

 

 

 

表４ 各試験法におけるシアン化合物分析結果

(mg/ℓ)

塩素濃度
塩素添加量
／塩素要求量

IC-PC法
ピリジンピラロゾン

吸光光度法
 4-PP法 AA法 HS/GC/MS

0 0 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.06 0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.3 0.05 0.002 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.6 0.1 0.011 <0.001 <0.001 0.001 <0.001

3 0.5 0.062 <0.001 <0.001 0.007 <0.001

6 1 0.011 <0.001 <0.001 0.002 <0.001

30 5 0.001 <0.001 <0.001 0.016 <0.001

60 10 0.001 <0.001 <0.001 0.044 <0.001

0 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.06 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.3 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

0.6 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

3 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

6 － <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

30 － <0.001 <0.001 <0.001 0.022 <0.001

60 － <0.001 <0.001 <0.001 0.050 <0.001

原水

ろ過処理後

 



 
 

［試験結果及び考察］ 

表 4 に各分析法におけるシアン化合物分析結果を示

した。IC-PC 法においては，塩素濃度が 0.6～6mg/ℓ（塩

素添加量／塩素要求量の比が 0.1～1）の試験系列で，

基準を超過するシアン化合物が検出された。10 月 16

日，24 日に検出されたシアン化合物が 0.047，0.033mg/ℓ

であったことから，量的にも同程度で再現できた。 

 AA 法においても数値は低いものの，塩素添加量／

塩素要求量の比が 0.1～1 で同様の傾向が見られた。 

 さらに，塩素添加量／塩素要求量の比が 5 以上にお

いても高濃度のシアン化合物が検出されたが，次亜塩

素酸ナトリウムのみの検水においても高濃度(20mg/ℓ

以上)になると 638nm で高い吸収を示すことから，塩

素添加量／塩素要求量の比が 5 以上で検出されたもの

はシアン化合物ではないと考えられた。 

 一方，ピリジンピラゾロン吸光光度法，4-PP 法及び

HS/GC/MS ではシアン化合物は検出されなかった。ピ

リジンピラゾロン吸光光度法では，次亜塩素酸ナトリ

ウムの濃度に比例して薄ピンクの発色を示した。また，

4-ピリジンカルボン酸ピラゾロン吸光光度法では，同

様に次亜塩素酸ナトリウムの濃度に比例して薄黄色の

発色を示した。着色した検水のスペクトル分析では，

638nm の吸収を示す物質の存在は見られなかった。 

 今回の結果から，IC-PC 法において塩素添加量／塩

素要求量の比が 0.1～1 の範囲においてシアン化合物

を検出した。このことから，検水中のアンモニア濃度

が 0.64～6.4mg/ℓ であった場合は，公定法の前処理操

作によりシアン化合物が検出されると考えられた。 

 10 月 30 日の検水は塩素処理後，ろ過処理後の検水

であっても，アンモニア換算で 0.49，0.62mg/ℓ であっ

たことから，公定法に従い規定量の次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液を添加し，IC-PC 法により分析を行った場合，

塩素添加量／塩素要求量の比が 1.02，0.80 となること

から，シアン化合物が検出された可能性が高いと推測

された。 

 また，公定法には原水等の塩素処理を行っていない

検水については，次亜塩素酸ナトリウム溶液の添加を

省略することができると規定されている。この操作を

省略せず次亜塩素酸ナトリウム溶液を添加した場合に

は，アンモニア濃度によってはシアン化合物を検出す

るものと考えられた。なお，10 月 24 日のシアン検出

事例再調査時の原水は，次亜塩素酸ナトリウムの添加

を省略し分析を行っていた。 

 シアン化合物が検出された IC-PC 法や AA 法は，開

放系，閉鎖系の違いはあるものの，基本的には 4-ピリ

ジンカルボン酸-ピラゾロン吸光光度法を応用した方

法である。IC-PC 法は，カラムによりシアン化物イオ

ンと塩化シアンを分離後，4-ピリジンカルボン酸-ピラ

ゾロン混合溶液を添加して吸光度を測定する方法であ

り，AA 法は比色法を連続的に行っている方法である。 

 表 5 に IC-PC 法，AA 法及び 4-PP 法の相違点をまと

めた。 

 

表５ IC-PC 法，AA 法及び 4-ピリジンカルボン酸-ピ

ラゾロン吸光光度法の相違点 

IC-PC法 AA法 4-PP法

酒石酸緩衝液 添加する 添加しない 添加しない

次亜塩素酸Na 添加する
※ 添加しない 添加しない

100℃ 60℃ 25℃

前処理

発色試薬との反応温度

※ただし、未消毒の検水には添加することを省略できる  
 

 

４－２ 酒石酸緩衝液による影響について 

IC-PC 法では，塩化シアンの安定化の目的で酒石酸

緩衝液が添加される。一方，文献等には酒石酸緩衝液

が結合残留塩素と反応し，シアン化合物を生成すると

報告があることから，次の検証実験を行った。 

［試験方法］ 

(1)IC-PC 法による分析（酒石酸緩衝液を添加しない） 

 原水及び浄水に 4-1 と同様に塩素量を調整し，酒石

酸緩衝液を添加せずに測定した。 

(2)IC-PC 法以外の方法による分析（酒石酸緩衝液を添

加する） 

 原水及び浄水に 4-1 と同様に塩素量を調整し，公定

法に基づき，試料 98m ℓ に対し 2m ℓ の酒石酸緩衝液

を添加し，速やかに測定を行った。 

 

［試験結果及び考察］ 

(1)IC-PC 法による分析結果 

 図 1 に酒石酸緩衝液添加，無添加によるシアン化合

物分析結果を示した。 

4-1 実証実験でも示したように酒石酸緩衝液を規定

量添加した場合は，塩素添加量／塩素要求量の比が 0.1

～1 の範囲でシアン化合物が検出されたのに対し，酒

石酸緩衝液を添加しなかった場合は，全くシアン化合

物は検出されなかった。このことから，酒石酸緩衝液

と結合残留塩素が存在した場合，IC-PC 法ではシアン

化合物が検出されると考えられた。 
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図１ 酒石酸緩衝液添加の有無によるシアン化合物分

析結果 

 

(2)IC-PC 法以外の方法による分析結果 

 酒石酸を添加して測定した場合でも，シアン化合物

は不検出であった。発色等の状況も，4-1 実証実験の

結果と同様に添加した次亜塩素酸ナトリウム濃度に比

例して薄ピンク色や薄黄色の発色し，4-PP 法によるシ

アン化合物発色である青色やピリジンピラゾロン吸光

光度法によるシアン化合物反応色のピンクとは異なる

発色を示した。また，比色以外の方法である HS/GC/MS

においてもシアン化合物は検出されなかった。(1)及び

(2)から，酒石酸緩衝液と結合残留塩素によるシアン化

合物検出は IC-PC 法特有の反応であった。 

 

４－３ 反応温度による影響について 

IC-PC 法の概略図を図 2 に示した。イオン排除クロ

マトグラフにより，シアン化物イオン及び塩化シアン

等を分離後，クロラミン T を作用させ，次いで 4-ピリ

ジンカルボン酸ビラロゾン溶液と反応させ，シアン化

合物を分離定量する方法である。基本的には，検出に

係る反応は 4-PP 法と同様であり，この両法は発色試薬

との反応条件の C の工程の条件のみが異なる。 

発色試薬との反応は，比色法では 25℃中で 30 分程

度，IC-PC 法では流速と反応コイルの規格等で異なる

が，100℃中，約 3，4 分の反応時間が設けられている。

これらの違いがどのような違いを生じるのか検証する

ために次の実証実験を行った。 

 

吸光光度法
638nmサンプル

溶離液
1mM H2SO4

40℃ 100℃

クロラミンＴ 4-ピリジンカルボン酸
-ピラゾロン試薬

Ａ Ｂ Ｃ

分離カラム

 

図２ IC-PC 法の概略図 

 

［試験方法］ 

公定法で定める IC-PC 法の条件のうち，4-ピリジン

カルボン酸-ピラゾロン試薬を添加した後の反応ルー

プでの反応温度を 100℃の設定を 60℃に下げ，分析を

行った。なお，流速及び試薬の濃度等の他の条件は公

定法のとおりとした。 

 

［試験結果及び考察］ 

反応温度を 60℃に設定した場合，100℃での分析時

より 2/3 程度減感するものの十分定量できるレベルで

あった。 

100℃で反応させた場合に比べ，60℃の場合は基準値

未満であった。シアン化物イオンは若干の変動はある

もののほとんど変わらなかったのに対し，塩化シアン

は極端な変動を示した。図 3 に発色反応温度と検出物

質の変化を示した。 

今回 C の工程の温度を下げても，発色反応はゆるや

かに進行することは確認できた。 

検証実験に用いた検水では，60℃においては塩化シ

アンは検出されなかった。塩化シアンの生成は C の段

階で起こり，100℃程度の温度が必要であると考えられ

るが，C で生成したとすれば，その後カラムによる分

離は行われないので，100℃での結果のように 2 つにピ

ークが分かれて検出されることと矛盾する。このこと

から，塩化シアンは生成されていないと考えられた。 

温度の影響をあまり受けていないシアン化物イオン

は，工程 C 以前に生成したと考えられるが，次亜塩素

酸ナトリウム等の酸化物質が存在している中，シアン

化物イオンのみ生成する可能性は少ないと考えられた。 

以上のことから，今回 IC-PC 法で測定されたピーク

はシアン化合物ではないと考えられた。 

 測定している物質がシアン化合物ではない場合，測

定法の特性及び他の方法との違い等も考慮して次のよ

うなことが考えられた。 

・酒石酸と結合残留塩素の反応により，カラムで分離

する前にシアン様物質が生成する。 

・シアン様物質は 2 種類存在し，酸性溶液中で解離し

ている物質 A（弱酸性物質）と解離していない物質

B と考えられる。 



 
 

・物質 A は温度の影響を受けずに，4-ピリジンカルボ

ン酸-ピラゾロン試薬と反応する。 

・物質 B は，4-ピリジンカルボン酸-ピラゾロン試薬と

反応するには 100℃程度の温度が必要。 
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図３ 発色反応温度と検出物質の変化 

 

 

４－４ シアン様物質の生成の可能性について 

 4-1 及び 4-2 の検証実験において，IC-PC 法では検出

されるのに対し，比色法等では酒石酸緩衝液を添加し

てもシアン化合物は検出されなかった。 

 カラム分離操作前にはシアン様物質が生成していた

と考えられることから，酒石酸と結合残留塩素の反応

によりシアン様反応生成物が存在することが考えられ

た。一般に結合残留塩素の反応性は緩やかであること

から，酒石酸緩衝液を添加してから時間を十分にとり，

その影響について検討した。 

［試験方法］ 

 公定法では酒石酸緩衝液を入れ，冷蔵して速やかに

試験することとなっている。今回，浄水に酒石酸緩衝

液を必要量添加し，実験室内で 4 日低温放置した検水

と分析直前に添加した検水を比較した。シアン化合物

分析は，AA 法，4-PP 法及び HS/GC/MS により行った。 

 

［試験結果及び考察］ 

 図 4にAA法によるシアン化合物測定結果を示した。 

分析直前に酒石酸緩衝液を添加した検水は不検出で

あったのに対し，添加後 4 日経過した試料では，

0.069mg/ℓ のシアン化合物が検出された。時間経過に

より結合残留塩素と酒石酸の反応が進んだものと考え

られた。 
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図４ 酒石酸添加経過後の AA 法による 

シアン化合物分析結果 

 

 同様に 4-PP法で添加後 4日経過試料を分析したとこ

ろ，濃い黄色の発色を示した。図 5 に標準シアンと比

較したスペクトルを示した。シアン化合物分析に使用

する 638nm の波長には極大吸収はないものの，発色の

色見が濃いためベースが高く，638nm でも高い吸収を

示した。おそらく AA 法での結果は，この黄色の発色

を検出したものと考えられた。 

 4 日間放置した検水には，ギ酸等の有機酸も検出さ

れた。シアン化水素は分解するとギ酸とアンモニアに

分解することが知られているが，アンモニアは増加し

ていないため，シアン化物イオン由来のものではなく，

酒石酸分解物と考えられた。 

 4-ピリジンカルボン酸-ピラゾロン試薬は，4-ピリジ

ンカルボン酸と 1-フェニル-3-メチル-5-ピラゾロンの

混合試薬である。シアン化合物は 4-ピリジンカルボン

酸と反応し，その後開環した化合物と 1-フェニル-3-

メチル-5-ピラゾロン反応するため，それぞれの物質が

存在しないと青色の発色を示さない。今回，生成した

黄色い物質は，4-ピリジンカルボン酸がなくても 1-フ

ェニル-3-メチル-5-ピラゾロン溶液と反応し，黄色の発

色を示した。また，黄色の発色は時間経過と共に退色

せず，黄色の沈殿を生じた。 

次に，測定直前に酒石酸緩衝液を添加した場合でも，

4-ピリジンカルボン酸-ピラゾロン試薬との反応温度

を 100℃で，5 分間反応させた場合，同様の現象が起こ

るか検証した。酒石酸緩衝液と 4 日以上反応させたも

のよりも黄色の発色は薄いものの，25℃30 分の反応よ

りも濃い発色が確認できた。IC-PC 法とは異なる開放

系での実験のため，熱による塩化シアン等の揮発等も

考えられるが，熱にも安定で明らかにシアン化合物で



 
 

はない物質と反応し発色していることが確認できた。 
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図５ 4-PP 法における発色試料のスペクトル比較 

 

 直接塩化シアンを測る HS/GC/MS においても，結合

残留塩素と酒石酸緩衝液を 4 日経過した検水からシア

ン化合物は検出されなかった。 

 なお，今回の検証実験では，IC-PC 法において，何

がシアン様物質として検出されているかまで解明でき

ていない。今後，この点についても検証を進めていき

たい。 

 

５ まとめ 

IC-PC 法ではアンモニア性窒素と次亜塩素酸ナトリ

ウムにより生じた結合残留塩素と酒石酸緩衝液に含ま

れる酒石酸と反応し，1-フェニル-3-メチル-5-ピラゾロ

ンと反応し発色するシアン様物質を測定していると考

えられた。 

 これまでの結果をまとめると， 

・原水，塩素処理水及びろ過処理水にはシアン化合物

は含まれていない。また，水処理過程において，シ

アン化合物に汚染されていない。 

・IC-PC 法以外の測定法ではシアン化合物は検出され

ていない。 

・IC-PC 法では，結合残留塩素と酒石酸緩衝液との反

応で生成したシアン様物質を測定していた。 

・公定法で定める検水の前処理方法に次のような問題

があった。一つは検水の保存性を高めるために添加

されている酒石酸緩衝液の存在であり，もう一つは，

添加する次亜塩素酸ナトリウムの濃度である。公定

法の規定が，「塩素処理された検水に対しては，遊離

残留塩素が確認できる適当量の次亜塩素酸ナトリウ

ムの添加を行うこと」及び「原水のような塩素処理

されていない検水に対しては，次亜塩素酸ナトリウ

ムの添加は行わないこと」と明記されていたならば

今回のような検出事例は起こらなかったと考えられ

た。ほぼ同時期に起こったハム製造会社における専

用水道施設でのシアン化合物検出事例においても，

本県同様の原因でシアン化合物が検出されたと考え

られた。当初，原水においてもシアン化合物が検出

された件については，公定法上省略できる次亜塩素

酸ナトリウム溶液の添加を省略せずに行ったことが

原因と推測された。 

・今回の事例では，分析機関において，遊離塩素が確

認できる量の次亜塩素酸ナトリウムを添加していれ

ば，IC-PC 法においてもシアン様物質を間違って検

出することは起こり得なかったと考えられた。 

 

今回シアン化合物が検出された施設については，事

例発生後，市の水道を利用しており再発する可能性は

ないが，他の施設でも同様な事例が起こらないために

次の点に気をつけ，対応していく必要があると考えら

れる。 

①原水の水質をよく把握する。 

 水道法の原水検査の項目には含まれないが，塩素処

理をきちんとコントロールするために，アンモニア性

窒素，鉄，マンガン濃度を把握する必要があると考え

られる。 

 また，原水の季節変化がないか確認するために，井

戸使用開始時は，豊水期，渇水期の年 2 回の水質分析

が望ましく，季節変動がある場合は水道水源として使

用しないことが賢明と考えられる。 

 原水に鉄，マンガン等を多く含む場合は，揚水時間

で鉄，マンガンの濃度が変化しないか確認も必要であ

る。 

②次亜塩素酸ナトリウムの購入・保管・使用 

 水質をよく把握し，計算上必要量の次亜塩素酸ナト

リウムを添加したとしても，使用している次亜塩素酸

ナトリウムの有効塩素量が相当量ないと遊離残留塩素

をコントロールできない。基本的には，良質の次亜塩

素酸ナトリウムを購入し，0～20℃で保管，使用するこ

とが必要と考えられる。 
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